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東北地方 １か月予報解説資料 
平成 18 年 7月 7日 仙台管区気象台 

 

１．出現の可能性が最も大きい天候 

向こう１か月（7月 8日～8月 7日）： 

前線や気圧の谷の影響で、東北地方は平年に比べ曇りや雨の日が多いでしょう。 

 平均気温は平年並か高いでしょう。 

  

１週目（7月 8日～7月 14 日）： 

気圧の谷や前線の影響で曇りの日が多いですが、晴れの日もあるでしょう。 

平均気温は高いでしょう。 

なお、東北太平洋側北部では、はじめ最高気温が低いところがある見込みです。 

 

２週目（7月 15 日～7月 21 日）： 

前線や気圧の谷の影響で、東北地方は平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。 

平均気温は平年並か高いでしょう。 

 

３～４週目（7月 22 日～8月 4日）： 

高気圧に覆われて晴れる日もありますが、前線や気圧の谷の影響で、東北地方は平年に比べ晴

れの日が少ないでしょう。一時寒気の影響で低温になることがある見込みです。 

平均気温は平年並か低いでしょう。 

平年の晴れ日数 

 向こう28日間 1週目 2 週目 3～4 週目 

東北日本海側 14.0 日 2.7 日 3.3 日  8.0 日 

東北太平洋側 12.3 日 2.4 日 2.7 日  7.2 日 

 

２．東北地方の平均気温平年差の実況と数値予報による予測 

 数値予報による週別の気温は、1 週目を「高い」、2 週目を「平年並」、3～4 週目を「低い」と

予測している。予報は、その他の資料から 2 週目を「平年並か高い」、3～4 週目を「平年並か低

い」とする。なお、数値予報の信頼度は小さい。 
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予報期間実況期間

＊実況期間（図の左側）の太い実線：東北地方の平均気温平年差の実況値。（7日平均値）
＊予報期間（図の右側）には7日平均気温の予測に対する信頼の程度が40％の幅（濃い赤の範囲）
　と信頼の程度が70％の幅（濃い赤と薄い赤の範囲）を表示
＊水平な3本の実線：予報期間の1週目、2週目、3～4週目についての多数の平均。

 



３．数値予報（アンサンブル平均天気図）による大気の流れの予想 

500hPa 高度と偏差： 

月平均では、極付近が正偏差、北緯 50～60 度付近では負偏差となるところが多い。日本の南の

亜熱帯高気圧は強い。 

1 週目は、日本付近は正偏差で亜熱帯高気圧が北へ勢力を伸ばす。2週目は、日本の南の亜熱帯

高気圧は強いが北緯 40～70 度帯が負偏差。やや西谷傾向。3～4 週目は、日本付近から中国東北

区にかけて負偏差。亜熱帯高気圧は日本の南で強い。日本の北も正偏差。 

500ｈPa 高度予想図（左から）1 か月平均、1週目平均、2 週目平均、3～4週目平均 

実線：等高度線（間隔 60ｍ）、点線：平年差（間隔は１か月 30ｍ、週別 60m）、陰影部：負偏差域（一般に寒気に対応） 
 

地上気圧と降水量： 

 月平均では、本州南岸を中心にまとまった降水域が広がり、東北地方にもかかる。オホーツク

海付近に等圧線のふくらみが見られる。 

1 週目は、日本の東から高気圧が張り出し、東北地方の降水域は弱い。2週目は、太平洋高気圧

の日本付近への張り出しは弱い。東北地方には 40mm 以上の降水域がかかる。3～4 週目は、日本

の北に高圧部が見られる。太平洋高気圧の日本付近への張り出しは弱く、日本付近にはまとまっ

た降水域が見られる。 

地上予想天気図（左から）1か月平均 1 週目平均 2 週目平均 3～4週目平均 

実線：等圧線（間隔 4ｈPa）、陰影部：降水域（１か月 80mm 以上、1 週目・2 週目 20mm 以上、3～4 週目 40mm 以上） 
 

４．最近１週間（6 月 30 日～7月 6日）の天候の経過 

 この期間、梅雨前線や低気圧、オホーツク海高気圧の影響で曇りや雨の日が続いた。2日から3

日にかけては、上空に寒気を伴った低気圧の影響で各地で大雨となり、秋田県では土砂災害が相

次ぎ、交通機関が乱れた。また宮城県では増水した川に人が転落し一人が死亡した。 

平均気温は東北北部で低く、東北南部で平年並。降水量は東北地方でかなり多い。日照時間は

東北地方でかなり少ない。 

最近１週間の平均気温、降水量及び日照時間の平年差（比） 


